
59
令和３年
７月26日

■発行／五泉市議会　■編集／広報委員会　■議会事務局／〒959-1692 新潟県五泉市太田1094番地1
TEL.0250-43-3911（内線370） FAX.0250-43-2716

初夏の田園風景（大蒲原地区）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
迎
え
る
二
度
目
の
夏
と
な
り
ま
し

た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
と
は

い
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

収
束
は
、
未
だ
不
透
明
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

に
お
い
て
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
、
現
場
の
最
前
線

で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
全
て
の
皆
様
に
、
深
い
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、四
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
で
は
、

条
例
改
正
等
の
専
決
処
分
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
を
含
め

た
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
当
局
よ
り
提
案
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
結
果
、い
ず
れ
も
承
認
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
十
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
六
月
定
例
会
で
は
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
給
付
事
業
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
当
局
提
案
議
案
十
三
件
に
加
え
、
請
願
一
件
、

議
員
発
議
三
件
な
ど
を
審
議
し
、
可
決
、
採
択
い
た
し

ま
し
た
。

　

暑
さ
厳
し
き
折
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

議
　
長

　
林
　
　
　
茂
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五泉市議会

　市長から次のとおり議会で報告を受けました。

◆新型コロナウイルス感染に係る馬下保養センターの対応について

当 局 報 告

五泉市議会だより　第59号　

令和３年 第３回

　令和３年第３回臨時会が４月22日に開かれました。

慎重審議の結果、条例の一部改正及び特別会計補正予算に関す

る６件の専決処分を承認し、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金などの補正予算について可決しました。

新型コロナウイルス対応事業に
関する予算など７議案を審議４月22日

臨時会

【 ○：賛成，●：反対，－：欠席 】主な議案の議決結果・概要【第３回　４月22日臨時会】

提
　
出
　
者

審 　 議 　 案 　 件

本
会
議
議
決
結
果

議　　員　　名（議席番号順）

１
佐
藤
　
良
徳

２
山
田
　
正
良

３
波
塚
　
静
亮

４
松
川
　
徹
也

５
深
井
　
邦
彦

６
桑
原
　
一
憲

７
白
井
　
妙
子

８
今
井
　
　
博

９
安
中
　
　
聡

10
佐
藤
　
　
浩

11
長
谷
川
政
弘

12
伊
藤
　
昭
一

13
佐
藤
　
　
渉

14
牛
膓
　
利
栄

15
鈴
木
　
良
民

16
熊
倉
　
政
一

17
剣
持
　
雄
吾

18
羽
下
　
　
貢

19
阿
部
　
周
夫

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
長

議第
36号

専決処分の報告承認について（五泉市税条例等の一部
を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第
37号

専決処分の報告承認について（五泉市都市計画税条例
の一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
38号

専決処分の報告承認について（五泉市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
39号

専決処分の報告承認について（五泉市介護保険条例の
一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
40号

専決処分の報告承認について（令和３年度五泉市国民
健康保険特別会計補正予算（第２号））

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
41号

専決処分の報告承認について（令和３年度五泉市介護
保険特別会計補正予算（第２号））

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
42号

令和３年度五泉市一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○

※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。



3

五泉市議会

五泉市議会ホームページをご覧ください。

スマホでも！
タブレットでも！
スマホでも！
タブレットでも！
スマホでも！
タブレットでも！

　市議会ホームページには、議会だよりや議員名簿、

議会の予定・議決結果など、五泉市議会の情報を発信

しています。

　また、「会議録検索」をクリックすると、市議会の本

会議での会議録を閲覧することができます。

https://www.city.gosen.lg.jp/parliament/index.html

五泉市議会だより　第59号　

６月11日(金)

     　 14日(月)

17日(木)

18日(金)

28日(月)

本会議（開会、会期決定、議長報告、議案審議、一般質問）

本会議（一般質問、議案上程、質疑、委員会付託、議長報告）

総務文教常任委員会、建設産業常任委員会

市民厚生常任委員会

本会議（委員会審査報告・採決、議案審議、採決、閉会）

　６月定例会の日程

月　日 内　　　　容

補正予算など17議案を審議

　令和３年第４回６月定例会が６月11日に招集され、６

月28日までの18日間の会期で開催されました。

　初日の11日は、会期の決定、議長報告、繰越計算書の

報告に続いて、一般会計補正予算案（第２号）などを審議・可決した後、市

政一般に関する質問の一部を行いました。

　２日目の14日は、引き続き市政一般に関する質問をすべて行った後、初日

に可決した一般会計補正予算（第２号）を除く議案９件を一括議題として当

局の提案説明を行い、議案に対する質疑後各常任委員会に付託しました。ま

た、請願１件を所管常任委員会に付託しました。

　最終日の６月28日は、委員会付託案件について各常任委員会の審査報告に

続いて採決が行われ、それぞれ可決しました。その後、人権擁護委員の推薦

に関する人事案件２件、日程追加された市長からの追加議案１件と議員発議

２件などを審議・採決して閉会しました。

令和３年 第４回

定例会

６月
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五泉市議会だより　第59号

五泉市議会

い
な
い
集
会
所
も
あ
る
か
と
思
う
の

で
制
度
の
周
知
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問  

園
内
の
消
毒
作
業
等
を
行
う
時

間
外
勤
務
手
当
を
追
加
す
る
と
の
説

明
を
受
け
、
園
内
の
消
毒
は
誰
が

行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答  

保
育
士
が
行
っ
て
お
り
、
特
に

ク
リ
ス
マ
ス
会
や
運
動
会
、作
品
展
、

親
子
参
観
等
行
事
の
あ
る
と
き
は
人

が
集
ま
る
状
況
に
な
る
た
め
、
消
毒

を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
勤
務

時
間
内
に
準
備
に
要
す
る
時
間
が
か

か
る
た
め
作
業
を
勤
務
時
間
外
に
や

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

問  

親
が
迎
え
に
行
く
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
感
染
リ
ス
ク
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

答  

園
の
中
に
な
る
べ
く
入
れ
な
い

よ
う
に
し
、
玄
関
で
の
や
り
と
り
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

問  

カ
ー
ド
の
交
付
数
を
伺
う
。

答  

五
月
末
時
点
で
一
万
千
六
百
四

十
九
人
、交
付
率
で
二
三
・
四
％
で
す
。

問  

カ
ー
ド
か
ら
の
個
人
情
報
漏
れ

の
懸
念
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

カ
ー
ド
に
は
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
の
み
記
載
さ
れ
て

お
り
、
仮
に
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
専
用
回
線

に
な
っ
て
い
る
の
で
外
部
に
情
報
が

漏
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問  

集
会
施
設
等
改
築
補
助
金
の
今

年
の
要
望
数
及
び
過
去
の
実
績
に
つ

い
て
伺
う
。

答  
今
年
は
四
件
の
要
望
が
あ
り
、

昨
年
は
三
件
実
施
し
、
そ
れ
以
前
は

年
一
件
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
改
修
の
済
ん
で

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
佐
藤
　
　
浩
　
　
羽
下
　
　
貢
　
　
牛
膓
　
利
栄
　
　
山
田
　
正
良

○
鈴
木
　
良
民
　
　
剣
持
　
雄
吾
　
　
安
中
　
　
聡

（◎委員長　○副委員長）

（◎委員長　○副委員長）

（
主
な
質
疑
）

緊
急
雇
用
事
業
に
つ
い
て  

　
　
　
　  
　  
【
総
務
課
】

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事

業
に
つ
い
て
　【
市
民
課
】

社
会
参
加
促
進
事
業
に
つ

い
て
　
　【
高
齢
福
祉
課
】

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
熊
倉
　
政
一
　
　
長
谷
川
政
弘
　
　
松
川
　
徹
也
　
　
佐
藤
　
良
徳

○
白
井
　
妙
子
　
　
深
井
　
邦
彦
　
　
波
塚
　
静
亮

（
主
な
質
疑
）

問  

百
三
万
千
円
の
増
額
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
失
業
者
等
を
パ
ー
ト
と
し
て
二

人
採
用
す
る
も
の
と
の
説
明
を
受

け
、
こ
う
い
っ
た
時
世
で
あ
り
、
大

変
重
要
な
事
業
で
あ
る
。
今
後
も
さ

ら
に
拡
大
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
い

か
が
か
伺
う
。

答  

当
初
予
算
で
三
人
分
を
お
願
い

し
、
現
在
二
人
を
任
用
し
て
い
る
状

況
で
す
。
今
回
の
補
正
で
想
定
し
て

い
る
業
務
は
農
林
課
に
関
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
推
移
を
見

な
が
ら
、
再
度
必
要
の
状
況
に
な
れ

ば
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問  

市
有
財
産
で
あ
る
旧
給
食
セ
ン

タ
ー
用
地
の
売
却
を
進
め
る
た
め
に

必
要
な
費
用
と
し
て
、
測
量
等
委
託

料
五
百
三
十
九
万
円
と
、
土
地
開
発

基
金
の
給
食
セ
ン
タ
ー
用
地
買
戻
し

に
係
る
用
地
購
入
費
八
百
五
十
一
万

九
千
円
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
、

売
却
予
定
面
積
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

市
の
普
通
財
産
の
土
地
が
約

二
千
九
百
平
米
、
そ
の
裏
に
土
地
開

発
基
金
と
し
て
管
理
し
て
い
る
土
地

が
約
千
七
百
平
米
、
こ
れ
を
合
わ
せ

て
四
千
六
百
平
米
ほ
ど
を
売
却
し
ま

す
。

問  

現
在
そ
の
土
地
に
は
建
物
が

残
っ
て
い
る
が
、
売
却
の
仕
方
や
、

売
却
価
格
の
設
定
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
伺
う
。

答  

土
地
を
購
入
す
る
方
か
ら
建
物

を
取
り
壊
し
て
も
ら
う
条
件
を
付
け

て
、
入
札
す
る
方
法
を
考
え
て
い
ま

す
。
建
物
の
取
り
壊
し
費
用
相
当
分

に
つ
い
て
は
、
都
市
整
備
課
の
技
師

へ
積
算
を
依
頼
し
、
設
計
を
組
ん
で

も
ら
っ
て
金
額
を
算
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
育
園
等
運
営
事
業
等
に

つ
い
て
　
　
　 

【
こ
ど
も
課
】

財
産
管
理
費
に
つ
い
て
　

　
　 

　
　
　  

【
財
政
課
】
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五泉市議会だより　第59号

五泉市議会

（◎委員長　○副委員長）

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
伊
藤
　
昭
一
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
佐
藤
　
　
渉

○
桑
原
　
一
憲
　
　
阿
部
　
周
夫
　
　
今
井
　
　
博

（
主
な
質
疑
）

農
産
物
応
援
事
業
に
つ
い

て
　
　
　 

　
【
農
林
課
】

問  

市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の

販
売
を
応
援
す
る
た
め
、
直
売
所
で

市
内
産
の
農
産
物
を
購
入
さ
れ
た
方

に
対
し
送
料
の
一
部
を
補
助
す
る
、

と
の
説
明
を
受
け
、
対
象
と
な
る
事

業
所
は
何
か
所
か
伺
う
。

答  

現
在
把
握
し
て
い
る
直
売
所
は

十
四
か
所
で
、
十
月
以
降
は
ラ
ポ
ル

テ
五
泉
の
直
売
所
も
対
象
と
な
る
と

考
え
ま
す
。
市
外
で
五
泉
産
の
農
産

物
を
扱
う
直
売
所
も
事
業
に
賛
同
し

て
も
ら
え
れ
ば
対
象
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

問  

予
算
が
な
く
な
っ
た
ら
事
業
は

終
了
す
る
の
か
伺
う
。

答  

事
業
の
実
施
期
間
は
農
産
物
の

と
れ
る
十
月
か
ら
来
年
の
一
月
末
ま

で
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
予
算
が

な
く
な
っ
た
時
点
で
判
断
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

要
望  

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
市
内

に
戻
っ
て
こ
ら
れ
な
い
家
族
を
お
持

ち
の
方
も
多
く
、
五
泉
の
農
産
物
を

送
る
場
合
も
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
予
算
が
不
足
し
た
際
に
は
予

算
を
増
や
し
て
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

問  
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
市
内
の
事
業
者
の
販
路
拡

大
支
援
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
の
初
期
費
用
や

月
額
費
用
等
を
補
助
す
る
、
と
の
説

明
を
受
け
、
市
内
の
事
業
者
と
は
ど

う
い
っ
た
方
が
該
当
す
る
の
か
伺
う
。

答  

市
内
の
小
規
模
事
業
者
、
中
小

企
業
者
を
考
え
て
い
ま
す
。

問  

こ
の
支
援
内
容
で
は
、
全
て
の

事
業
者
が
成
功
に
結
び
つ
く
の
は
難

し
い
と
思
う
が
、
事
業
開
始
後
こ
れ

ら
の
事
業
者
に
対
し
さ
ら
に
支
援
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答  

実
施
後
、
新
た
な
課
題
等
が
生

じ
た
場
合
は
必
要
に
応
じ
て
、
よ
り

一
層
の
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
出
店
支
援

事
業
に
つ
い
て

　
　
　
【
商
工
観
光
課
】

６月17・18日の各常任委員会によるラポルテ五泉視察の様子
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一般質問

10人が市政を問う！

問 答

【一般質問とは】 各議員が市長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針
などについて、所信や疑問をただすことです。「議会だより」では限られた字数で広
報委員会が編集しています。
【編集方法は、本会議において各議員が行った一般質問の中から項目を１つに絞って
編集を行っています。】
質問、答弁の詳しい内容は会議録でご覧いただけます。今定例会の会議録は五泉市
ホームページで９月頃から閲覧いただけます。

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息

す
る
ま
で
、
複
合
施
設
ラ
ポ
ル
テ
五
泉
を
常

設
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
と

す
べ
き
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
複
合
施
設
の
利
用
稼
働
率

を
鑑
み
る
と
、
自
粛
や
感
染
症
拡
大
防
止
策

の
影
響
で
、
ど
の
自
治
体
の
文
化
施
設
も
全

般
的
に
施
設
利
用
稼
働
率
は
、
非
常
に
低
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
当
分
の
間
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
一
番
の
感
染
防
止
策
で
あ
る
。ゆ
え
に
、

五
泉
市
で
も
常
設
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
伺

う
。

答  
集
団
接
種
会
場
と
し
て
総
合
会
館
中

ホ
ー
ル
と
さ
く
ら
ん
ど
会
館
に
お
い
て
、
医

師
会
、
薬
剤
師
会
な
ど
の
ご
協
力
を
得
て
、

現
在
各
会
場
で
週
二
回
開
設
し
て
い
る
。
ま

た
、
五
泉
中
央
病
院
で
は
、
五
月
二
十
二
日

か
ら
一
般
接
種
を
始
め
て
お
り
、
月
曜
日
及

び
金
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
の
午
前
と
午
後

に
接
種
を
行
っ
て
い
る
。
複
合
施
設
に
つ
い

て
は
、
施
設
整
備
の
目
的
か
ら
常
設
の
接
種

会
場
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
医
師
会
を
は
じ

め
関
係
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の

常
設
に
つ
い
て

阿
部
　
周
夫 

議
員

問  

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
登
下
校
時
や
、
学

校
内
で
の
激
し
い
運
動
時
、
教
室
か
ら
の
移

動
時
で
の
マ
ス
ク
の
着
用
状
況
及
び
、
濃
厚

接
触
者
と
な
っ
た
場
合
の
学
校
内
の
対
応
を

伺
う
。
ま
た
、
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

や
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
授
業
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
関
わ
ら
ず
、
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

答  

マ
ス
ク
の
着
用
は
、
学
校
内
、
登
下
校

時
で
は
着
用
と
し
、
体
育
の
授
業
時
は
着
用

の
必
要
は
な
い
が
、
十
分
な
身
体
距
離
が
取

れ
な
い
状
況
で
は
着
用
と
し
、
感
染
拡
大
防

止
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
児
童
生

徒
が
濃
厚
接
触
者
に
特
定
さ
れ
た
場
合
は
原

則
２
週
間
、
家
族
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対
象
と

な
っ
た
場
合
は
陰
性
の
結
果
が
出
る
ま
で
の

出
席
停
止
と
し
て
い
る
。

　

障
が
い
児
に
対
し
て
は
、
状
況
に
よ
り
、

通
常
学
級
と
特
別
支
援
学
級
と
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
つ
な
ぎ
同
じ
授
業
を
受
け
る
こ
と
を
可

能
に
し
て
い
る
が
、
不
登
校
の
子
に
対
し
て

は
、
自
宅
で
学
校
で
の
授
業
風
景
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
配
信
す
る
こ
と
は
、
授
業
を
受
け

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
肖
像
権
の
問
題
か

ら
、
現
状
で
の
実
施
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

学
校
教
育
の
現
状
に

つ
い
て

羽
下
　
貢 

議
員
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問  

通
所
介
護
利
用
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
い
た
場
合
は
一
定
期
間
施

設
を
閉
鎖
す
る
。
こ
の
施
設
の
利
用
者
で
接

触
の
薄
い
方
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰
性
が
判
明

し
て
も
、
ほ
か
の
施
設
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
い
。
過
度
に
感
染
を
恐
れ
て
正

当
な
理
由
な
く
利
用
者
に
自
粛
を
求
め
る
こ

と
は
、
関
係
法
令
や
五
泉
市
の
条
例
に
抵
触

す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

答  

国
か
ら
は
十
分
な
感
染
防
止
対
策
を
前

提
と
し
て
必
要
な
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
的

に
提
供
さ
れ
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

一
定
の
健
康
観
察
期
間
な
ど
に
つ
い
て
は
保

健
所
の
指
導
に
従
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
市
で
は
、
各
事
業
所
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
し
て

も
、
誤
っ
た
情
報
伝
達
に
よ
り
ほ
か
の
利
用

者
の
サ
ー
ビ
ス
継
続
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

が
な
い
よ
う
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
情
報
共
有
用
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
を
運
用
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
冷
静

な
対
応
で
サ
ー
ビ
ス
継
続
に
努
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
各
事
業
所
に
対
し
て
も
正
当

な
理
由
な
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

介
護
福
祉
施
設
等
の

感
染
防
止
対
策
と

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て

山
田
　
正
良 

議
員

問  

五
泉
市
の
人
口
減
少
問
題
政
策
と
今
後

の
新
た
な
取
組
が
重
要
と
考
え
る
。
移
住
政

策
の
拡
充
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
展
開

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
観
光
交
流
人
口
の

拡
大
で
五
泉
市
の
魅
力
を
伝
え
、
発
信
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
更
に
、
若
者

の
流
出
を
防
ぐ
働
く
場
の
確
保
で
、
人
口
流

出
を
防
ぐ
べ
き
だ
が
、
所
見
を
伺
う
。

答  

移
住
定
住
の
促
進
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
住
ま
い
る
事
業
を
利
用
し

て
転
入
さ
れ
た
方
は
、
令
和
三
年
五
月
末
現

在
で
二
百
十
五
件
、
六
百
八
十
人
で
、
ま

た
、
新
婚
世
帯
や
子
育
て
世
帯
の
住
宅
取
得

を
支
援
す
る
グ
ラ
ン
ド
住
ま
い
る
事
業
で
は

七
十
五
件
の
利
用
実
績
が
あ
り
、
移
住
定
住

政
策
と
し
て
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の

と
思
っ
て
い
る
。

　

企
業
誘
致
に
よ
る
新
た
な
雇
用
の
場
の
確

保
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
企
業
へ
の
訪
問

や
情
報
収
集
、
五
泉
市
の
情
報
発
信
な
ど
を

強
化
し
て
い
る
。
成
果
と
し
て
、
村
松
工
業

団
地
に
進
出
予
定
の
事
業
所
と
近
々
進
出
協

定
の
調
印
を
行
う
見
込
み
で
あ
る
。
引
き
続

き
第
二
次
総
合
戦
略
を
基
に
切
れ
目
な
い
取

組
を
進
め
、
人
口
減
少
問
題
並
び
に
ま
ち
の

活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

松
川
　
徹
也 

議
員

問  

新
中
間
処
理
施
設
が
令
和
七
年
四
月
供

用
開
始
予
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
際
し
家
庭

ご
み
の
分
別
方
法
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
、

そ
の
広
報
啓
発
を
ど
の
よ
う
に
す
る
計
画
で

あ
る
か
伺
う
。
ま
た
、
学
校
教
育
の
中
で
の

啓
発
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答  

五
泉
地
域
衛
生
施
設
組
合
で
は
、
新
た

に
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
が
建
設
さ
れ
、
現
在
燃

え
る
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
袋
や
容
器
、
食
品
ト
レ
ー
な
ど

を
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
し
て
回
収
す
る
こ
と

と
な
る
。
供
用
開
始
に
向
け
、
現
在
対
象
品

目
や
出
し
方
の
基
準
な
ど
、
分
別
の
ル
ー
ル

に
つ
い
て
構
成
市
町
の
阿
賀
野
市
、
阿
賀
町

と
統
一
を
図
る
た
め
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
新
た
な
分
別
の
周
知
方
法
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
よ
り
供
用
開
始
ま
で
の
間
、

市
内
各
地
区
を
対
象
と
し
た
住
民
説
明
会
を

は
じ
め
、
学
校
の
授
業
や
お
茶
の
間
サ
ロ
ン

な
ど
で
実
際
の
商
品
を
用
い
な
が
ら
具
体
的

な
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
市
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
分
別
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

家
庭
ご
み
収
集
の
際
の

分
別
に
つ
い
て

佐
藤
　
浩 

議
員
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問  

五
泉
市
の
宝
と
な
り
得
る
独
自
の
地
域

資
源
を
発
掘
し
、
所
有
者
等
と
連
携
し
た
企

画
や
展
示
を
行
う
べ
き
と
思
う
。
そ
の
際
、

学
芸
員
等
専
門
知
識
を
有
す
る
職
員
の
活
用

が
大
切
に
な
る
と
思
う
が
、
学
芸
員
資
格
を

所
有
す
る
職
員
は
何
名
で
、
資
格
活
用
制
度

が
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
忠
犬
タ
マ
公
に
つ
い
て
、
主
人
と

の
絆
の
物
語
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
横
須
賀
市

と
の
交
流
や
道
徳
授
業
の
教
材
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
一
過
性
で
終
わ
ら
ず
、
忠
犬
タ

マ
公
の
里
な
ど
観
光
地
と
し
て
整
備
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
と
あ
わ
せ

て
、
ラ
ポ
ル
テ
五
泉
の
情
報
発
信
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
伺
う
。

答  

資
格
保
有
の
職
員
は
数
名
い
る
が
、
学

芸
員
と
し
て
採
用
し
て
お
ら
ず
、
活
用
制
度

も
設
け
て
い
な
い
。　
　

　

忠
犬
タ
マ
公
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ

ら
れ
知
名
度
は
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
本
市

の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
観
光
拠

点
と
し
て
整
備
、
活
用
の
計
画
は
な
い
。

　

ラ
ポ
ル
テ
五
泉
は
、十
月
の
開
館
に
向
け
、

プ
レ
事
業
や
内
覧
会
な
ど
、
積
極
的
に
情
報

発
信
を
行
い
、
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

地
域
資
源
の
発
掘
と

情
報
の
発
信
に
つ
い
て

桑
原
　
一
憲 

議
員

問  

昨
年
度
の
大
雪
に
よ
っ
て
困
難
に
直
面

し
、
今
年
度
積
雪
に
不
安
を
覚
え
る
市
民
が

い
る
。
住
民
が
不
安
を
覚
え
な
い
除
排
雪
計

画
を
立
て
、
市
民
に
し
っ
か
り
と
示
す
よ
う

求
め
る
も
の
で
あ
る
。
過
去
の
市
民
の
具
体

的
な
不
満
の
声
を
含
め
た
総
合
的
な
除
排
雪

計
画
を
作
成
し
、市
民
に
配
布
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
除
雪
が
困
難
だ
っ
た
住
宅
地
域
に

つ
い
て
は
消
雪
パ
イ
プ
を
敷
設
す
る
か
、
い

つ
頃
に
ど
の
順
番
で
ど
こ
を
整
備
す
る
の

か
、
消
雪
パ
イ
プ
の
敷
設
計
画
を
し
っ
か
り

と
市
民
に
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

毎
年
十
一
月
に
関
係
団
体
と
雪
害
予
防

対
策
会
議
を
開
催
し
、
冬
期
道
路
交
通
確
保

除
雪
計
画
を
決
定
し
て
い
る
。
市
民
へ
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
広
報
に
お
い
て
除
雪
車
の

出
動
基
準
や
除
雪
作
業
時
の
注
意
事
項
な
ど

に
つ
い
て
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
の

消
雪
パ
イ
プ
の
整
備
計
画
は
赤
海
二
丁
目
、

南
本
町
三
丁
目
、
寺
沢
三
、
四
丁
目
地
内
に

消
雪
パ
イ
プ
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。
敷

設
替
え
に
つ
い
て
は
、
仲
丁
と
新
町
地
内
を

計
画
し
て
い
る
。
今
後
も
他
市
町
村
の
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

雪
害
対
策
に
つ
い
て

安
中
　
聡 

議
員

問  

障
が
い
の
あ
る
人
も
障
が
い
の
な
い
人

と
対
等
に
教
育
や
就
労
の
機
会
を
得
る
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
一
人

一
人
が
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
送
り
、
生
涯
家
族
と
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
、
就
労
や
生
活
介
護
が
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
就
職
先
が
な
い
人
や
生
活
介

護
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
。

　

障
が
い
者
の
現
在
の
状
況
及
び
五
泉
市
障

が
い
者
総
合
支
援
協
議
会
の
専
門
部
会
で
の

取
組
を
伺
う
。

答  

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
も
生
活
介
護
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
市
内
十
四
か
所
あ
る
事
業
所
で
一
月
当

た
り
平
均
百
三
十
人
が
利
用
し
て
い
る
。
し

か
し
、
事
業
所
に
は
定
員
が
あ
り
、
新
規
の

利
用
者
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
事
業
所
と
調

整
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
な
い
こ
と

が
な
い
よ
う
、
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
就
労
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援

学
校
卒
業
後
、
約
三
十
％
が
企
業
へ
一
般
就

労
し
て
い
る
。
市
で
は
家
族
の
不
安
や
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
相
談
を
相
談
窓
口
で
受
け
、
必

要
な
支
援
、
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

白
井
　
妙
子 

議
員
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問  

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
状
況
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
の
状
況
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
も
す
で
に
市
長
の
見

解
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ

い
て
は
も
う
局
面
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、

高
齢
者
施
設
等
で
感
染
者
が
出
た
場
合
の
検

査
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
充
実
し
た
対
策
を

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

答  

高
齢
者
施
設
等
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
か
ら
積
極
的
な
検
査

の
実
施
が
促
さ
れ
て
お
り
、
各
施
設
で
は
、

利
用
者
の
健
康
観
察
に
十
分
留
意
し
な
が

ら
、
医
療
機
関
や
保
健
所
と
連
携
し
、
必
要

な
検
査
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市

と
し
て
は
、
現
在
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

等
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
優
先
的
に
実
施
し
て

い
る
。
七
月
末
ま
で
に
は
高
齢
者
施
設
も
含

め
て
二
回
目
の
接
種
を
完
了
す
る
予
定
と
し

て
お
り
、
引
き
続
き
高
齢
者
の
方
が
安
心
し

て
高
齢
者
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に

つ
い
て

波
塚
　
静
亮 

議
員

問  

高
齢
化
が
加
速
す
る
中
で
、
聞
こ
え
が

悪
い
と
い
う
難
聴
者
が
増
え
て
い
る
。
認
知

症
や
鬱
病
の
発
症
が
増
加
す
る
起
因
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
補
聴
器
が
欲
し
い
が
、
大
変

高
価
で
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
普
及

の
障
害
に
も
な
っ
て
い
る
。
よ
う
や
く
、
全

国
で
も
地
方
の
近
隣
市
町
村
に
お
い
て
も
助

成
制
度
が
導
入
さ
れ
始
め
て
い
る
。
補
聴
器

の
普
及
は
難
聴
者
の
日
常
を
明
る
く
し
、
健

や
か
な
健
康
の
支
え
と
な
る
こ
と
が
認
識
さ

れ
て
き
た
と
思
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
五
泉
市
に
も
助
成
制
度
を
導
入
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
担
当
課
の
認
識
と
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

答  

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い

て
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
と
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
対
象
者
と
な
ら
な
い
一
八
歳
以
下
の

難
聴
児
を
対
象
に
、
補
聴
器
の
購
入
費
の
一

部
を
給
付
し
て
い
る
。
加
齢
性
難
聴
に
な
る

と
社
会
生
活
に
支
障
を
来
す
よ
う
に
な
る
こ

と
か
ら
、
早
め
の
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
大

切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

聴
覚
障
が
い
者
の

支
援
策
に
つ
い
て

今
井
　
博 

議
員

請 願 に つ い て
― 次の請願を採択しました。―

◆請願第２

　30人以下学級実現、義務教育費国費負担制度２分の1復元に係る意見書

の採択を求める請願
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　子どもたち一人ひとりが大切にされ、豊かな人間関係の中で教育が行われることは保護者・地域住民・教職員共通
の願いです。そのために、小中学校の全学年における30人以下学級の実現等が可能となる教育条件整備のための教
育予算の確保が不可欠です。
　日本はこれまで、１学級当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児童生徒数が多くなっている状況を計画的に改善
してきましたが、現在、国による教職員定数改善計画のない状況が続いています。また、三位一体改革により、義務
教育費国庫負担制度の国負担割合は２分の１から３分の１に引き下げられ、自治体財政を圧迫するとともに、非正規
雇用者の増加などにみられるように教育条件格差も生じています。自治体が見通しをもって安定的に教職員を配置す
るためには、国段階での定数改善計画の策定・実行が必要です。
　さらに、子どもの貧困への対応、障害者差別解消法の施行に伴う障がいのある子どもへの合理的配慮、外国につな
がる子どもたちへの支援、深刻化するいじめ・不登校などへの対応など、学校をとりまく状況は複雑化、困難化して
います。また、学校に求められる役割は増大しています。子どもたち一人ひとりへのきめ細かな指導・学びの質を高
めるための教育には、教職員定数改善が不可欠です。
　新潟県では平成13年度から小学校１・２年生において、県独自で32人以下学級が導入されました。また、平成27
年度からは、小学校３年生から中学校３年生まで35人以下学級が拡充され、小中全学年での少人数学級が実現しま
した。全国的にも少人数学級を拡大する自治体が増えてきています。しかし、小学校５年生からの35人以下学級に
ついては「１クラス25人以上」の下限設定があり、すべての学校で実現しているわけではありません。
　子どもたちに豊かな教育を保障することは極めて重要です。子どもたちが全国どこに住んでいても教育の機会均等
が担保され、教育水準が維持・向上されるよう、次の事項を強く要望します。

記

１．少人数学級を推進すること。その際の学級規模は、教職員が子どもたち一人ひとりに向き合える教育環境を整備
するため、30人以下とすること。

２．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善を推進
すること。

３．自治体で国の標準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよう加配の削減は行わないこと。
４．教育の機会均等と水準の維持・向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分の１に復元すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　　令和３年６月28日
新潟県五泉市議会　　　　

議長　林　　　茂　

発議について ― 次の発議を可決しました。―

◆発議第４号

◆発議第５号

　東京電力の適格性について厳しい審査を求める意見書

　30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書

　柏崎刈羽原子力発電所は、再稼働に向け、原子力規制委員会による審査は終了し、東京電力による安全対策工事が
進行しています。しかし、今年１月半ば以降、ＩＤ不正使用問題、工事未完了問題、そして核物質防護問題の大きな
失態が明らかになりました。中には、重要施設への漏水対策の不備もあり、福島第１原子力発電所事故の教訓が全く
生かされていないと断ぜざるを得ません。今般、原子力規制委員会は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に
関する法律（以下「原子炉等規制法」という。）に基づく新検査制度の評価における重要度区分が、最も深刻な「赤」
に相当すると強い懸念を示しました。
　東京電力は新規制基準に基づく審査を申請し、設置変更許可を受けましたが、そもそも、原子力発電を行う事業者
として「原子炉の設置許可」を受けるための許可基準として示されている「発電用原子炉の運転を適確に遂行するに
足りる技術的能力」（原子炉等規制法第43条の３の６第１項第３号）の有無が問われる事態となっていると言わざる
を得ません。
　よって国会並びに政府におかれては、市民・国民の不安に真摯に向き合い、原子炉等規制法に基づき原子炉設置者
に求められる東京電力の技術的能力を改めて厳しく審査するよう強く要望します。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　　令和３年６月28日
　　新潟県五泉市議会　　　　

議長　林　　　茂　

【提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、経済産業大臣、環境大臣、原子力規制委員会委員長

【提出先】内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
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【 ○：賛成，●：反対，－：欠席 】主な議案の議決結果・概要【第４回　６月定例会】

提
　
出
　
者

審 　 議 　 案 　 件

本
会
議
議
決
結
果

議　　員　　名（議席番号順）

１
佐
藤
　
良
徳

２
山
田
　
正
良

３
波
塚
　
静
亮

４
松
川
　
徹
也

５
深
井
　
邦
彦

６
桑
原
　
一
憲

７
白
井
　
妙
子

８
今
井
　
　
博

９
安
中
　
　
聡

10
佐
藤
　
　
浩

11
長
谷
川
政
弘

12
伊
藤
　
昭
一

13
佐
藤
　
　
渉

14
牛
膓
　
利
栄

15
鈴
木
　
良
民

16
熊
倉
　
政
一

17
剣
持
　
雄
吾

18
羽
下
　
　
貢

19
阿
部
　
周
夫

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第
43号

五泉市手数料条例の一部を改正する条例の制定につい
て

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第
44号

五泉市営住宅条例の一部を改正する条例の制定につい
て

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
45号

動産の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
46号

令和３年度五泉市一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
47号

令和３年度五泉市一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
48号

令和３年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
49号

令和３年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
50号

令和３年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第
51号

令和３年度五泉市水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第
52号

令和３年度五泉市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第
53号

令和３年度五泉市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

諮問
第２号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
（齋藤 博子 氏）

適任と 
認める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問
第３号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
（小栁 隆 氏）

適任と 
認める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願
者

請願
第２

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１
復元に係る意見書の採択を求める請願

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
　
　
員

発議
第３号

五泉市議会会議規則の一部を改正する規則の制定につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
第４号

東京電力の適格性について厳しい審査を求める意見書
の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
第５号

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１
復元に係る意見書の提出について

可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ●

定例会最終日に議第53号　令和３年度五泉市一般会計補正予算（第４号）に対する修正案が提出されましたが、本会議で採決した結果、
否決となりました。

※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。
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議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。 五泉市議会事務局　TEL 0250-43-3911

　

議
会
だ
よ
り
第
五
十
九
号
は
、

第
三
回
臨
時
会
の
審
議
結
果
、
六

月
定
例
会
で
行
わ
れ
た
議
案
の
審

議
結
果
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
一
般
質
問
で
は
、
今
一

番
の
関
心
事
の
コ
ロ
ナ
関
連
の
質

問
も
多
く
、
早
期
の
対
策
が
待
ち

望
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
と

な
り
、
希
望
の
光
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
議
会
だ
よ
り
が
皆

さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
順
調
に
進
ん
で

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ

な
コ
ロ
ナ
対
策
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
望
む
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

編

集

後

記

■
広
報
委
員
会

　

委

員
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深
井　

邦
彦

　

副
委
員
長　

佐
藤　
　

渉

　

委　
　

員　

阿
部　

周
夫

　
　

〃
　
　

鈴
木　

良
民

　
　

〃
　
　

白
井　

妙
子

　
　

〃
　
　

山
田　

正
良

　
　

〃
　
　

佐
藤　

良
徳

永年勤続議員表彰全国市議会議長会・北信越市議会議長会から

林　　　茂　議員
（議員在職30年）

阿部　周夫　議員
（議員在職20年）

　令和３年４月に長野市で開催された

北信越市議会議長会定期総会及び５月

に東京都で開催された全国市議会議長

会定期総会において、林茂議員が30

年、阿部周夫議員が20年にわたり、市

政発展に尽くされた功績により表彰を

受けられ、定例会初日の６月11日の冒

頭に表彰状の伝達が行われました。

阿賀野川・早出川総合水防演習 （早出川左岸）

　去る５月30日に行われた阿賀野川・早出川総合水防演習において、多くの消防団員等が参加し、市民

の生命と財産を守るため、水害による破堤や越水を想定した月の輪工法や土のう積みなどの水防工法の

習得に取り組んでいました。


